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◎ 愛知県農業会議の臨時総会を開催しました

8月24日に名古屋市中区の「名古屋銀行協会大ホール」において、理事の補充選任(農

業団体の代表者等)、理事及び監事の補充選任(農業委員会会長)及び令和2年度収支予

算の補正の3つの議案を議題として、一般社団法人愛知県農業会議の令和2年度第1回臨

時総会を開催しました。

今回の臨時総会は、新型コロナウイルス感染者が

県内全域で急速に拡大し、愛知県独自の緊急事態宣

言も発出されたことから、6月に開催した通常総会と

同様に規模を大幅に縮小し、出席者を限定しての開

催となりました。

総会では、主催者として川上万一郎会長の挨拶の

後、議事に入りました。

理事の補充選任(農業団体の代表者等)は、団体の役 【川 上 会 長】

員交代に伴い5名を補充選任するものであり、理事及

び監事の補充選任(農業委員会会長)は、大半の農業委員会において7月に農業委員の任

期満了により農業委員会会長の交代があったことに伴い、5名の理事と2名の監事を補

充選任するものです。

また、収支予算の補正は、国の補助事業である機構集積支援事業費について今年度

の配分額が示されたため、当初予算額(23,475千円)から13,051千円を減額するもので

あり、いずれも原案どおり承認されました。

なお、機構集積支援事業費は大幅な減額となりましたが、補正後の予算額は10,424

千円で、令和元年度の決算額10,557千円とほぼ同額となっています。

◎ 理事会を開催しました

臨時総会後に令和2年度第4回理事会を開催し、欠員となっていた副会長2名に穂積亮

次理事(愛知県市長会会長、新城市長）と齋藤種治理事(愛知県農業協同組合中央会副

会長理事)を選定しました。

また、知多地域協議会における協議結果を踏まえ、阿久比町農業委員会の澤田裕会

長を常設審議委員に補充選任する議案が承認されました。
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◎ 常設審議委員会（８月）の審議状況について

8月12日に「愛知県三の丸庁舎」において、農地法等に係る市町村農業委員会からの

諮問に対する答申を審議する常設審議委員会を開催しました。

8月の諮問は、10の農業委員会から農地法第4条に基づく転用事案 1件、3,502㎡と農

地法第5条に基づく転用事案 15件、86,433㎡、合計16件、89,935㎡について審議し、

いずれも原案どおりで差し支えない旨承認されました。

(参考) 諮問農業委員会

江南市(1件)、小牧市(1件)、豊明市(1件)、弥富市(3件)、半田市(1件)、常滑市(2件)、

知多市(2件)、美浜町(3件)、西尾市(1件)、豊田市(1件※) ※農地法第4条関係

◎ 地域協議会が開催されました

8月3日に安城市において西三河地域協議会と豊田市において豊田加茂地域協議会が、

8月4日に県三の丸庁舎において尾張地域協議会が開催されました。

本農業会議の役員及び常設審議委員については、平成29年夏に開催された地域協議

会において今後3年間就任することとされておりましたので、農業委員の任期満了を契

機に農業会議の役員及び常設審議委員の交代について、管内の農業委員会会長の協議

により、それぞれ新たな候補者を選定しました。

◎ あいち米の初出荷式が行われました

8月11日に「ＪＡあいち海部鍋田支店集出荷場」において、愛知県経済農業協同組合

連合会及びあいち海部農業協同組合共催の令和2年産あいち米初出荷式が開催されまし

た。

式典は、主催者の中野修経済連常務理事、平野和実あいち海部農協代表理事組合長

の挨拶、来賓祝辞の後、あぐり父さんに一日検査員を委嘱し、出荷米の重量・品質検

査を行い、検査結果は1等でした。

次いで、あぐり父さん、来賓及び主催者による出発式(テープカット)が行われ、令

和2年産あいち米を載せたトラックを送り出しました。

ＪＡあいち海部では、初出荷式の日を「おにぎりの日」と制定し、お米の消費拡大

に向けた取り組みを企画・実施しています。なお、例年式典終了後に行っておりまし

た消費者交流会については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、今年度は

中止となりました。

◎ 名古屋市農業委員会から農業施策に関する協力要請がありました

8月12日に名古屋市農業委員会（岩田公雄会長）から「令和3年度名古屋市農業施策

等に関する意見書」が川上万一郎会長に提出されました。

施策の主な内容は、次の4点です。

①税制（相続税の納税猶予に関する営農要件の緩和及び対象施設の拡大、市街化区域

内農地の多面的機能を評価した固定資産税の軽減）

②農業基盤の維持・整備（老朽化した用排水路の長寿命化のための予算の増額等）

③人材育成（親子での農業体験、農具の扱い方などを教えるなどの幅広い研修・講座
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の実施、就農希望者に対する研修制度の強化、

農業経営を行っている農業者に対し、県や農

協などと協力した品種・栽培販路などの経営

指導の開催など）

④遊休農地・荒廃農地の解消

今回の趣旨は、これらの施策の中には、市町

村では解決できない制度上の課題もあることか

ら、関係各所への要請に協力を依頼するという 【名古屋市農業委員会からの協力要請】

ものです。

なお、当該意見書については、7月10日に河村たかし名古屋市長へも提出されていま

す。

◎ 「農の雇用事業」指導者養成研修会等を開催しました

8月20日に名古屋市中区の「アイリス愛知」において、社会保険労務士の野田千賀氏

を講師として、農の雇用事業の経営者又は研修指導者を対象とした「指導者養成研修

会」を開催しました。研修事項として、「農の雇用事業」の仕組みと事業実施上の留

意点を始め、助成金交付申請書等の記載方法と留意点、労務管理の留意点説明しまし

た。

また、8月25日には、同会場において、農の雇用事業の研修生を対象とした「事業説

明・研修会」を開催しました。研修事項として、「農の雇用事業」の仕組みと事業実

施上の留意点を始め、助成金交付申請書の記載方法と留意点、現地確認調査について

説明した後、参加した研修生による情報交換として、各人から研修している内容、今

後の目標や将来の夢などを発表し、意見交換を行いました。

◎ 愛知県水田農業検討会議が開催されました

8月25日に名古屋市中区の「ＪＡあいちビル西館」において、愛知県水田農業検討会

議（主宰－県農業水産局長）が開催されました。

この会議は、愛知県の水田農業に関する基本的事項を検討するもので、愛知県農業

再生協議会からの依頼に基づき、愛知県における令和3年産米の生産数量目標の目安の

設定方針案について協議を行いました。

◎ 愛知県農業再生協議会の理事会及び通常総会が開催されました

8月28日に名古屋市中区の「ＪＡあいちビル西館」において、令和2年度愛知県農業

再生協議会（会長－県農業水産局長）の理事会及び通常総会が開催されました。

理事会では、総会に附議すべき4議案について協議が行われ、承認されました。

総会では、8月25日に開催された愛知県水田農業検討会議の検討結果に基づき、令和

3年産米の生産数量目標の目安の設定方針について協議を行い、132,072t(令和2年産米

の生産目標の目安 132,072t)とすることで承認されました。

また、地域農業再生協議会別生産数量の目安の設定、規約の改正、役員の選任につ

いても協議を行い、いずれも承認されました。
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◎ 県内４４農業委員会で委員の改選が行われました

県内54農業委員会のうち、7月に43農業委員会で、8月に1農業委員会で委員の任期満

了に伴う改選が行われました。

改選した44農業委員会の体制は、農業委員が593人、農地利用最適化推進委員(以下

「推進委員」)が437人(40農業委員会)となっています。

このうち、新たに就任した委員は、農業委員が263人、推進委員が267人、全体では

530人で、今回就任した各委員に占める割合は、農業委員が44.4%、推進委員が61.1%、

全体では51.5%となっています。

また、女性委員は県内全体で、農業委員123人、推進委員11人の合計134人で、各委

員実数に占める割合は、農業委員が17.1%、推進委員が2.0%、全体では10.7%となって

います。

令和2年4月１日現在の女性委員は、農業委員118人、推進委員11人の合計129人であ

り、4人の微増となっています。また、女性委員が1人もいない農業委員会は4委員会で、

4月1日現在と同数となっています。

(参考) 今年度改選の農業委員会

① 7月改選

一宮市、瀬戸市、犬山市、江南市、小牧市、尾張旭市、岩倉市、豊明市、日進市、

長久手市、東郷町、豊山町、大口町、扶桑町、津島市、愛西市、弥富市、大治町、

蟹江町、飛島村、半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、

岡崎市、碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知立市、高浜市、幸田町、豊田市、

みよし市、東栄町、豊根村、豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市

② 8月改選

春日井市

③ 9月以降改選

9月：名古屋市、清須市 10月：新城市

◎ 全国農業委員会会長代表者集会は開催中止となりました

11月26日に東京都内で開催予定でした令和2年度全国農業委員会会長代表者集会は、

新型コロナウイルスの感染拡大が続いていることから、開催中止となりました。

◎ 今後の主な行事予定

９月 １日 農地情報公開システム操作研修会(応用編)（ウインクあいち）

９月 ３日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）

９月 ９日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（稲沢市民会館）

９月１１日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（知立市文化会館）

９月１８日 農業委員・農地利用最適化推進委員等研修会（豊川市文化会館）

10月 ８日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）

10月１５日 都道府県農業会議専務理事・事務局長会議（東京都）

10月２９日 都道府県農業会会長会議（東京都）

11月 ９日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）


